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世
界
で
は
、
受
動
喫
煙
の
健
康

被
害
は
明
白
な
も
の
と
し
て
、
公

共
の
場
で
の
受
動
喫
煙
防
止
の
促

進
と
、
全
面
禁
煙
化
が
進
め
ら
れ

て
い
る
。
区
は
、
受
動
喫
煙
防
止

対
策
に
つ
い
て
は
国
や
都
の
動
向

を
注
視
す
る
と
し
て
、
明
確
な
考

え
を
示
し
て
い
な
い
。
①
東
京
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク

が
３
年
後
に
迫
っ
て
い
る
中
、
都

内
の
基
礎
的
自
治
体
と
し
て
、
公

共
の
場
で
の
屋
内
全
面
禁
煙
化
に

対
す
る
区
の
考
え
を
改
め
て
伺
う
。

②
中
野
区
の
区
立
小
中
学
校
は
、

施
設
内
禁
煙
と
な
っ
て
お
り
、
校

長
の
許
可
で
敷
地
内
に
一
部
喫
煙

場
所
を
設
け
て
い
る
学
校
も
あ
る
。

教
育
施
設
で
あ
る
学
校
は
敷
地
内

全
面
禁
煙
と
す
べ
き
で
は
。
③
中

野
区
立
の
公
園
は
、
喫
煙
可
と
な

っ
て
い
る
が
、
子
ど
も
の
利
用
も

多
い
こ
と
を
考
え
る
と
、
全
面
禁

煙
に
シ
フ
ト
し
て
い
く
べ
き
で
は
。

④
特
に
平
和
の
森
公
園
は
、
健
康

を
育
む
公
園
と
う
た
い
な
が
ら
、

健
康
に
悪
影
響
が
あ
る
と
さ
れ
る

喫
煙
を
可
能
と
し
た
ま
ま
で
良
い

の
か
。
非
常
に
矛
盾
し
て
い
る
と

感
じ
る
が
、
区
の
見
解
は
。

　

区　

長　

①
公
共
的
施
設
の
屋

内
全
面
禁
煙
に
つ
い
て
は
、
国
や

都
の
動
向
を
注
視
・
把
握
し
な
が

ら
、
適
切
に
対
応
し
て
い
き
た
い
。

③
中
野
区
内
の
公
園
は
禁
煙
と
し

て
お
ら
ず
、
喫
煙
者
の
マ
ナ
ー
向

上
を
促
し
て
い
る
。
今
後
、
国
や

　

①
友
好
区
や
姉
妹
都
市
で
な
く

て
も
、
里
ま
ち
連
携
の
よ
う
に
互

い
の
ま
ち
の
魅
力
を
Ｐ
Ｒ
し
、
特

産
品
を
販
売
す
る
と
い
っ
た
交
流

の
在
り
方
が
考
え
ら
れ
る
の
で
は

な
い
か
。
②
台
北
市
中
山
区
と
の

交
流
を
前
提
と
し
た
調
査
や
協
議

等
に
取
り
組
ん
で
は
ど
う
か
。

　

区　

長　

①
市
民
同
士
の
実
り

あ
る
交
流
が
可
能
で
あ
れ
ば
検
討

し
て
い
き
た
い
。
②
観
光
や
産
業

の
振
興
、
相
互
の
文
化
理
解
等
を

目
指
し
た
交
流
の
可
能
性
を
研
究

し
て
い
き
た
い
。

小
学
校
５
・
６
年
生
の 

海
で
の
体
験
事
業
の
充
実
を

　

夏
休
み
期
間
中
の
体
験
事
業
を
、

　

年
度
か
ら
は
小
学
校
単
位
で
行

２９う
こ
と
と
な
る
。
①
参
加
す
る
子

ど
も
が
増
え
る
よ
う
、
ど
の
よ
う

な
Ｐ
Ｒ
を
し
て
い
る
の
か
。
②
学

校
単
位
で
の
実
施
で
あ
れ
ば
、
教

育
委
員
会
は
学
校
と
よ
り
連
携
し

て
事
業
を
行
う
べ
き
で
は
な
い
か
。

　

教
育
長　

①
早
い
時
期
か
ら
周

知
を
始
め
、
チ
ラ
シ
を
４
・
５
年

生
全
員
に
配
布
し
た
ほ
か
、
学
校

だ
よ
り
等
で
の
周
知
を
行
い
、
募

都
の
動
向
も
踏
ま
え
、
公
園
内
の

受
動
喫
煙
防
止
対
策
に
つ
い
て
検

討
し
て
い
き
た
い
。
④
平
和
の
森

公
園
の
体
育
館
内
で
は
全
面
禁
煙

と
す
る
予
定
で
あ
る
。
屋
外
公
園

部
分
の
受
動
喫
煙
防
止
対
策
に
つ

い
て
も
、
今
後
、
国
や
都
の
動
向

も
踏
ま
え
、
検
討
し
て
い
き
た
い
。

　

教
育
長　

②
学
校
施
設
に
お
け

る
敷
地
内
禁
煙
に
つ
い
て
は
、
国

や
都
の
動
向
も
踏
ま
え
、
適
切
に

対
応
し
て
い
き
た
い
。

待
機
児
童
解
消
に
向
け
た 

更
な
る
取
り
組
み
を

　
　

年
度
、
認
可
保
育
所　

園
、

２９

１２

認
可
小
規
模
保
育
園
６
園
の
新
規

増
設
と
１
３
０
０
人
の
保
育
定
員

枠
拡
大
の
目
標
に
対
し
、
担
当
職

員
が
３
名
と
い
う
の
は
い
か
に
優

秀
な
職
員
を
配
置
し
て
い
る
と
し

て
も
、
区
の
本
気
度
が
疑
わ
れ
る
。

大
量
の
事
務
処
理
や
、
更
な
る
定

員
枠
拡
大
を
推
進
す
る
た
め
に
は
、

相
応
の
職
員
数
が
必
要
で
あ
る
と

考
え
る
。
区
の
本
気
度
を
示
す
た

め
に
も
、
現
体
制
の
強
化
を
図
る

べ
き
と
考
え
る
が
、
区
の
見
解
は
。

　

区　

長　
　

年
度
は　

年
度
に

２９

２８

比
べ
高
い
目
標
を
掲
げ
て
お
り
、

こ
の
達
成
に
必
要
な
人
員
体
制
を

整
え
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、

着
実
な
目
標
達
成
に
向
け
、
更
に

必
要
が
あ
れ
ば
検
討
し
た
い
。

民
へ
の
情
報
伝
達
手
段
と
し
て
重

要
で
あ
る
。
平
時
の 
賑 
わ
い
の
た

に
ぎ

め
今
年
度
中
に
計
画
、
設
置
さ
れ

る
デ
ジ
タ
ル
サ
イ
ネ
ー
ジ
は
、
災

害
時
の
防
災
行
政
無
線
の
シ
ス
テ

ム
と
連
動
す
る
の
か
。
ま
た
、
設

置
場
所
や
運
用
方
法
は
。

　

区　

長　

現
在
、
提
供
す
る
情

報
の
在
り
方
や
、
設
置
場
所
、
運

用
の
仕
組
み
な
ど
を
検
討
中
で
あ

る
。
検
討
に
当
た
っ
て
は
、
災
害

情
報
の
配
信
な
ど
の
視
点
も
盛
り

込
ん
で
い
く
考
え
で
あ
る
。

全
学
童
ク
ラ
ブ
に
入
退
室 

メ
ー
ル
配
信
サ
ー
ビ
ス
の
導
入
を

　

区
内
学
童
ク
ラ
ブ　

カ
所
の
う

２５

ち
、
キ
ッ
ズ
・
プ
ラ
ザ
と
と
も
に

運
営
さ
れ
る
８
つ
の
学
童
ク
ラ
ブ

は
、
児
童
の
入
退
室
時
間
を
メ
ー

ル
配
信
す
る
サ
ー
ビ
ス
を
、
児
童

保
護
者
が
利
用
で
き
る
よ
う
に
な

る
と
聞
く
。
利
用
す
る
学
童
ク
ラ

ブ
で
差
の
生
じ
る
こ
と
の
な
い
よ

う
、
全
て
の
学
童
ク
ラ
ブ
の
利
用

児
童
、
保
護
者
へ
の
安
心
安
全
の

た
め
、
他
の　

カ
所
に
お
い
て
も

１７

導
入
し
て
は
ど
う
か
。　

　

区　

長　

本
年
度
キ
ッ
ズ
・
プ

ラ
ザ
に
導
入
す
る
入
退
室
等
管
理

シ
ス
テ
ム
は
、
メ
ー
ル
サ
ー
ビ
ス

も
含
め
、
そ
の
運
用
状
況
を
検
証

し
、
児
童
館
内
の
学
童
ク
ラ
ブ
へ

の
拡
大
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

集
を
行
っ
て
い
る
。
募
集
期
間
の

延
長
を
含
め
、
多
く
の
参
加
が
得

ら
れ
る
よ
う
周
知
に
努
め
た
い
。

②
募
集
や
事
業
実
施
後
の
効
果
等

も
含
め
、
学
校
と
十
分
連
携
し
て

い
き
た
い
。

（
仮
称
）
中
央
部
認
定
こ
ど
も
園

の
整
備
を
適
切
に
進
め
よ

　
　

年
２
月
の
都
か
ら
の
情
報
提

２９
供
で
は
、
保
育
所
等
と
し
て
活
用

可
能
な
用
地
は
野
方
一
丁
目
の
土

地
１
カ
所
の
み
だ
っ
た
。
①
新
し

い
認
定
こ
ど
も
園
は
ど
こ
に
整
備

す
る
予
定
な
の
か
。
②
ど
の
よ
う

な
整
備
手
法
・
手
順
に
よ
り
誘
致
・

整
備
を
図
る
の
か
。
③
予
定
さ
れ

て
い
る　

年
４
月
開
園
ま
で
の
ス

３１

ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

　

区　

長　

①
都
か
ら
活
用
可
能

で
あ
る
と
照
会
の
あ
っ
た
旧
警
視

庁
職
員
寮
跡
地
に
つ
い
て
は
、
認

定
こ
ど
も
園
の
整
備
用
地
と
し
て

活
用
を
希
望
し
、
調
整
が
整
っ
た
。

②
用
地
は
都
か
ら
区
が
借
り
受
け
、

区
が
公
募
に
よ
り
選
定
し
た
事
業

者
に
転
貸
し
、
選
定
さ
れ
た
事
業

者
が
施
設
整
備
を
行
う
形
を
考
え

て
い
る
。
③
都
と
の
手
続
き
後
、

公
募
を
開
始
し
、
予
定
ど
お
り
開

園
で
き
る
よ
う
検
討
し
て
い
る
。

　

①
度
重
な
る
保
険
料
の
引
き
上

げ
が
、
中
間
層
の
疲
弊
を
招
き
、

貧
困
層
・
境
界
層
の
生
存
権
を
も

脅
か
し
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
、

ど
う
認
識
し
て
い
る
の
か
。
②　
１８

歳
未
満
の
第
３
子
以
降
の
保
険
料

均
等
割
無
償
化
の
実
施
を
検
討
し

て
は
ど
う
か
。

　

区　

長　

①
加
入
者
の
高
齢
化

や
高
額
調
剤
の
使
用
拡
大
に
よ
り
、

一
人
当
た
り
の
保
険
給
付
費
が
増

加
し
て
お
り
、
国
民
健
康
保
険
制

度
維
持
の
た
め
に
も
、
保
険
給
付

に
見
合
う
一
定
の
保
険
料
の
増
額

は
必
要
と
考
え
る
。
②
他
の
社
会

保
険
加
入
者
と
の
公
平
性
の
観
点

か
ら
も
、
で
き
る
限
り
法
定
外
繰

入
れ
の
削
減
に
努
め
て
い
き
た
い

と
考
え
て
お
り
、
現
時
点
で
は
、

新
た
な
保
険
料
の
減
免
制
度
の
創

設
を
検
討
す
る
考
え
は
な
い
。

学
校
給
食
費
無
償
化
を
検
討
せ
よ

　

全
国
的
に
学
校
給
食
の
無
償
化

が
広
が
る
中
、
中
野
区
も
子
育
て

世
帯
の
負
担
軽
減
の
た
め
給
食
費

無
償
化
の
実
施
を
検
討
し
て
は
。

　

教
育
長　

学
校
給
食
法
に
よ
り
、

学
校
給
食
の
食
材
料
費
は
保
護
者

負
担
と
さ
れ
て
お
り
、
給
食
費
の

無
償
化
は
考
え
て
い
な
い
。

実
態
に
即
し
た 

入
学
準
備
金
の
支
給
を

　

①
準
要
保
護
者
に
対
す
る
入
学

準
備
金
を
実
態
に
即
し
た
金
額
に

引
き
上
げ
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

②
入
学
準
備
金
の
支
給
時
期
を
入

学
前
に
前
倒
し
を
す
る
自
治
体
が

増
え
て
い
る
。
中
野
区
も
児
童
生

徒
が
援
助
を
必
要
と
す
る
時
期
に

速
や
か
に
支
給
で
き
る
よ
う
、
入

学
前
の
３
月
ま
で
に
支
給
す
る
こ

と
を
検
討
す
べ
き
で
は
。

　

教
育
長　

①
現
在
、
金
額
の
引

き
上
げ
は
考
え
て
い
な
い
。
②
就

学
援
助
は
、
前
年
の
所
得
額
に
基

づ
き
、
当
該
年
度
の
認
定
を
行
っ

て
い
る
。
当
該
所
得
額
の
確
定
は

６
月
で
あ
る
た
め
、
認
定
時
期
の

前
倒
し
は
困
難
と
考
え
る
。

即
効
性
の
あ
る
待
機
児
童
対
策
を

　

①
区
立
保
育
園
の
増
設
、
保
育

士
の
募
集
を
行
う
こ
と
が
最
も
確

実
で
即
効
性
の
あ
る
待
機
児
童
解

消
策
と
考
え
る
が
、
区
の
認
識
は
。

②
保
育
士
確
保
策
の
一
環
と
し
て
、

保
育
士
の
子
ど
も
が
優
先
的
に
保

育
園
に
入
園
で
き
る
制
度
を
導
入

し
て
は
ど
う
か
。

　

区　

長　

①
民
間
活
力
を
活
用

し
、
多
様
な
保
育
ニ
ー
ズ
に
対
応

す
る
と
と
も
に
、
保
育
定
員
の
拡

大
を
図
る
考
え
で
あ
り
、
新
規
民

間
保
育
園
の
誘
致
や
区
立
保
育
園

の
民
営
化
を
進
め
て
い
く
。
②
待

機
児
童
ゼ
ロ
に
向
け
、
保
育
士
の

確
保
等
も
含
め
、
取
り
う
る
有
効

な
手
立
て
の
検
討
を
行
っ
て
い
る
。

　

大
規
模
災
害
時
、
災
害
救
助
法

が
適
用
さ
れ
る
と
、
区
外
に
も
避

難
所
の
指
定
が
で
き
る
。
ま
た
同

法
の
弾
力
的
運
用
が
さ
れ
る
と
、

区
外
へ
の
避
難
者
の
費
用
が
国
の

負
担
で
受
け
ら
れ
る
。
①
高
齢
者

や
障
害
者
、
子
育
て
家
庭
な
ど
要

配
慮
者
の
支
援
と
も
成
る
区
内
で

は
な
い
遠
隔
地
で
の
避
難
所
の
開

設
を
す
べ
き
で
は
。
②
併
せ
て
、

ま
ず
は
、
中
野
区
が
里
ま
ち
連
携

協
定
を
結
ん
で
い
る
み
な
か
み
町
、

甲
州
市
、
館
山
市
、
常
陸
太
田
市
、

喜
多
方
市
や
、
他
の
自
治
体
と
も

区
民
の
被
災
者
の
受
け
入
れ
先
の

選
択
肢
を
増
や
す
取
り
組
み
を
進

め
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

　

区　

長　

①
災
害
時
の
被
害
の

程
度
に
よ
り
、
避
難
所
生
活
の
長

期
化
や
近
接
地
で
の
応
急
仮
設
住

宅
の
確
保
の
困
難
さ
が
想
定
さ
れ

る
。
高
齢
者
な
ど
の
災
害
時
要
配

慮
者
も
含
め
、
避
難
生
活
者
に
と

っ
て
遠
隔
地
の
避
難
施
設
の
必
要

性
は
高
い
と
考
え
る
。
②
な
か
の

里
・
ま
ち
連
携
協
定
の
自
治
体
と

は
、
今
後
、
避
難
施
設
の
確
保
の

観
点
か
ら
も
、
災
害
時
相
互
応
援

協
定
の
締
結
を
進
め
た
い
。

災
害
時
の
デ
ジ
タ
ル
サ
イ
ネ
ー
ジ 

の
運
用
方
法
を
問
う

　

防
災
行
政
無
線
の
デ
ジ
タ
ル
化

に
伴
い
、
音
声
の
他
、
文
字
や
映

像
に
よ
る
情
報
伝
達
が
可
能
と
な

る
。
デ
ジ
タ
ル
サ
イ
ネ
ー
ジ
は
区

自
由
民
主
党
議
員
団　

大
内　

し
ん
ご

台
湾
と
の
都
市
間
交
流
の
推
進
を

公
明
党
議
員
団　

白
井　

ひ
で
ふ
み

区
内
で
は
な
い
遠
隔
地
で
の

　
　
　
　
　
　

避
難
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